
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ひぐちん通信》2014年 7月号 

ひぐちん通信 
ヒグチ鋼管株式会社 〒547-0001大阪市平野区加美北 4-6-21 

Tel:06-6791-7788 fax:06-6791-8588 代表取締役 樋口浩邦 

2024 年 5 月号（vol.122） 

◆４月に３人が入社しました！◆ 

こんにちは、お世話になっております。ヒグチ鋼管代表の樋口です。ひぐちん通

信第１２２号をお送りいたします。よろしくお願いいたします。 

さて、４月に若い子が３人入社しました。１人目は、運転手として中途採用しまし

た２２歳の青年です。彼はそれなりのサッカーの経歴があるとのことで、ここはぜひ

鉄鋼業界のフットサル大会での活躍も期待したいところです。 

２人目は、２２歳の女性で、この子は新卒採用です。昨年、内定を出して今年の４

月１日に正式に入社が決定。さっそく、内勤の事務として働いてくれています。 

３人目は、大阪府立たまがわ高等支援学校卒業の１８歳の青年なのですが、実

は知的障がいをお持ちです。障害者の雇用の促進等に関する法律で民間企業の

法定雇用率は２．５％と定められていますが、その一環で採用いたしました。 

この子は、知的障がいを持っているとは思えないくらい普通の子で、４月１日の入

社早々、受注チームに加わって受注をこなし、電話にも普通に出ています。 

実は、たまがわ高等支援学校さんから職業体験であるインターンシップで来てく

れていたのがこの子でした。そのときから仕事がよくできた子で、ぜひうちで働いて

ほしいとこちらからオファーをかけ、彼もうちで働きたいと言ってくれまして、めでたく

入社となりました。 

他には、今年に入って、３７歳の男性が中途入社で営業の即戦力として加わって

くれました。その前は、昨年の夏頃ですが、現場の荷造配送チームで３人入社して

います。ちなみに、３人の中の１人は女性です。 

今、日本は労働人口が大きく減少し、超がつくほど採用難になっています。私た

ちも、簡単に採用できたわけではなく、手を変え品を変え、様々な採用手法に取り 

組んでいった結果、なんとか採用できているという状況です。 

ひぐちん通信読者の皆様の中で、採用でお困りの方はいらっし

ゃいますでしょうか。私たちでご協力できることは、させていただき

ますので、どうぞお気軽にお声掛けください。 



 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【発行者プロフィール】              

名前：樋口浩邦（ひぐちひろくに） E メール：hirokunister@gmail.com 

誕生日：昭和４１年３月１６日 出身地：大阪市東住吉区 

経歴：関西大学卒業後、丸一鋼販(株)に入社。名古屋営業所で５年間お世話 

になった後、ヒグチ鋼管(株)入社。平成１３年７月に代表取締役就任。 

令和３年１２月に溝口工業(株)を、令和５年７月に(株)三洋精密工業を子会社に。 

趣味：仏道実践・ゴルフ・読書 モットー：『大丈夫！なんとかなる( ´ ▽ ` )ﾉ』 

◆３Ｓ活動＆業務改善情報◆ 

(整理・整頓・清掃)当社の取り組みをご紹介します。 

◆発行者コラム◆ 

先日、ヒグチ鋼管は、おかげさまで「健康経営優良法人２０２４」に

認定されました。こちらは経済産業省の認定制度です。認定される

ために特別何か新しいことをしたわけではなく、もともと取り組んで

いたことが、そのまま評価項目に該当し、スムーズに認定されまし

た。健康経営優良法人は認定のロゴマークが使用できるということ

で、さっそく名刺（丸枠内）にもそれを掲載しております。樋口 

① Before～２階からエレベーターで製品を降ろす際にパレット
に乗せてハンドリフトで移動させていた。After～キャスター付
きの台車を制作し、その上にパレットを敷いたので、ハンドリ
フトを使用する作業が 1工程減った。ｂｙ武田勇・梅木正敏 

②  

③コンセントがどの機械かわからなかったので行き先を
表示しました。ｂｙ梅木正敏 

④パレットをすくって爪が出ない位置に印を入れ
ました。ｂｙ大城俊一 

②社長からの要請で社長室の換気扇にタイ
マーを設置した。これで消し忘れがなくなりま
す。ｂｙ武田勇・ゴーゴッククエット 

⑤モニター用の台を用意してキーボード等を収納できる
スペースを確保しました。ｂｙ梅原賢一 


